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株
主
有
限
責
任
の
原
則
の
検
討

　
　
－
過
少
資
本
の
問
題
を
中
心
と
し
て
ー

並

木

和

夫

株主有限責任の原則の検討

一
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
株
主
有
限
責
任
の
発
展
と
そ
の
否
認

　
　
ω
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
株
主
有
限
責
任
の
発
展

　
　
⑧
　
初
期
に
お
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る
株
主
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限
責
任
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根
拠

　
　
⑥
　
株
主
有
限
責
任
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過
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資
本

二
、
株
主
有
限
責
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根
拠
に
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す
る
学
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と
そ
の
検
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e
　
ア
メ
リ
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に
お
け
る
学
説
と
そ
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ω
　
冒
導
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㈲
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o
弩
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㈹
　
＝
舘
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㈲
　
田
胃
訂
一
お
よ
び
国
器
ぎ
旨
3
爵
教
授
ら
の
見
解

　⇔　日

本
に
お
け
る
学
説
と
そ
の
検
討

三
、
会
社
倒
産
の
リ
ス
ク
と
そ
の
負
担

四
、
過
少
資
本
と
株
主
有
限
責
任
の
否
認

五
、
株
主
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限
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て
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一
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
株
主
有
限
責
任
の
発
展
と
そ
の
否
認

　
ω
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
株
主
有
限
責
任
の
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
一
般
の
会
社
に
対
し
て
、
当
然
に
法
人
格
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
一
八
四
四
年
で
あ
る
が
、
当
時
は
ま
だ
株
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
有
限
責
任
は
当
然
に
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
一
般
の
会
社
に
認
め
ら
れ
た
の
は
、
一
八
五
五
年
の
こ
と
で
あ
る
．
こ
れ
と
同

様
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
初
期
の
州
制
定
法
（
馨
暮
①
器
言
邑
に
お
い
て
は
、
株
主
が
無
限
責
任
（
茸
一
ぎ
ぎ
含
薮
げ
ま
蔓
）
を
負
う
こ

と
を
規
定
し
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
一
九
世
紀
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
い
て
は
、
会
社
制
定
法
が
株
主
の
責
任
に
つ
い
て
何
も
言
及
し
て

い
な
い
場
合
に
は
、
会
社
債
権
者
に
対
し
て
は
、
会
社
だ
け
が
責
任
を
負
い
、
株
主
は
何
ら
直
接
の
責
任
を
負
わ
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

こ
と
は
会
社
の
設
立
の
事
実
に
よ
っ
て
黙
示
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
．
現
在
で
は
、
会
社
制
定
法
に
別
段
の
規
定
が
無
い
限
り
、
株

主
が
会
社
債
権
者
に
対
し
て
直
接
、
何
ら
の
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
は
、
各
州
の
会
社
制
定
法
上
、
明
ら
か
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
制
定
法
上
、
別
段
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
業
会
社
法
第
六
三
〇
条
と
、
デ
ラ
ウ
エ
ア
ー
一
般
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

法
第
一
〇
二
条
が
あ
り
、
模
範
事
業
会
社
法
第
六
・
二
二
条
b
項
に
お
い
て
も
、
同
様
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
㈲
　
初
期
に
お
け
る
株
主
有
限
責
任
の
根
拠

　
株
主
有
限
責
任
が
認
め
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
ウ
ォ
ー
レ
ン
教
授
は
、
「
株
主
が
会
社
債
務
に
つ
い
て
責
任

を
負
わ
な
い
の
は
、
そ
の
債
務
は
株
主
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
株
主
と
は
別
個
の
一
罐
亀
巨
客
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
と
い
う
、
単
純
か
つ
決
定
的
な
理
由
に
よ
る
．
」
と
し
、
8
暮
曾
暮
①
雪
菖
痔
3
9
二
器
に
根
拠
を
置
く
が
、
同
じ
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学

の
ド
ッ
ド
教
授
は
、
「
会
社
は
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
株
主
か
ら
区
別
さ
れ
、
分
離
さ
れ
た
一
品
毘
①
暮
一
蔓
で
あ
る
と
い
う
理
論
は
確
立

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
理
論
か
ら
、
会
社
の
債
務
に
対
し
て
構
成
員
で
あ
る
株
主
が
個
人
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
結
論
が
必
然
的
に
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

か
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
」
と
述
べ
、
ま
た
タ
フ
ト
判
事
が
判
決
中
に
お
い
て
法
人
格
な
き
商
事
組
合
に
つ
き
、
「
構
成
員
と
は
別
個
の
一
Φ
－
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（
9
）

麗
一
窪
試
蔓
と
し
て
、
広
範
囲
に
渡
っ
て
金
融
業
を
営
み
、
金
銭
の
借
入
や
手
形
の
銀
行
へ
の
持
込
を
行
っ
て
い
る
。
」
と
指
摘
し
、
さ
ら

に
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
判
事
が
、
「
コ
モ
ン
・
・
ー
に
お
い
て
は
、
b
醇
ぎ
霞
昌
な
や
」
9
暮
警
。
良
8
冨
b
導
気
は
、
会
社
と
同
じ
く
、
明
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

な
臼
菖
蔓
で
あ
る
．
」
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
あ
る
団
体
が
一
農
鋒
①
暮
陣
耳
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
そ
の
団
体
の
構
成
員

が
有
限
責
任
の
利
益
を
享
受
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
か
く
て
、
会
社
が
一
調
巴
窪
葺
気
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
当
然
に
、
株
主

の
有
限
責
任
が
導
か
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
株
主
の
有
限
責
任
を
含
む
会
社
の
属
性
は
、
特
定
の
会
社
の
設
立
と
運
営
を
定
め
る
法
の
内

容
に
依
存
す
る
と
の
理
解
が
支
配
す
る
に
至
り
、
株
主
に
つ
い
て
会
社
債
務
に
対
す
る
責
任
を
認
め
る
に
は
、
8
暮
8
暮
Φ
S
該
蔓
そ
の

も
の
を
否
認
す
る
必
要
は
な
く
、
単
に
株
主
有
限
責
任
の
原
則
だ
け
を
否
認
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
㈹
　
株
主
有
限
責
任
と
過
少
資
本

　
株
主
有
限
責
任
に
つ
い
て
の
初
期
の
問
題
点
は
、
株
式
の
水
割
（
§
爵
墨
醇
一
凝
）
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
無
額
面
株
式
の
出
現
と

低
額
面
株
式
の
発
行
に
よ
っ
て
、
次
第
に
意
義
を
失
い
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
今
日
で
は
、
過
少
資
本
（
毒
号
器
碧
一
鼠
言
聾
呂
霧
茸
号
魯
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

暴
鼠
轟
）
が
問
題
と
な
り
、
株
主
の
責
任
追
及
と
い
う
事
後
救
済
か
ら
、
責
任
の
最
低
額
を
定
め
る
と
い
う
事
前
救
済
に
重
点
が
移
っ
て

ぎ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
人
格
否
認
の
法
理
は
、
客
観
的
に
見
て
会
社
形
態
（
8
暮
。
翼
。
協
。
毒
）
が
濫
用
（
旨
塁
琶
さ
れ
た
場
合
に
認
め

ら
れ
る
が
、
濫
用
の
一
発
現
形
態
と
し
て
、
「
過
少
資
本
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
■
9
＆
①
誘
教
授
は
．
立
法
者
が
会
社
の
法
人
格

を
承
認
す
る
に
当
た
っ
て
要
求
す
る
会
社
と
し
て
の
基
準
（
馨
亀
亀
8
暮
興
9
雪
婁
）
か
ら
の
著
し
い
逸
脱
が
あ
る
場
合
に
は
、
有
限
責

任
と
い
う
会
社
の
属
性
が
失
わ
れ
る
、
と
指
摘
し
た
上
で
、
会
社
と
し
て
の
基
準
に
は
、
経
済
的
生
存
資
格
（
§
ぎ
邑
。
＜
喜
ま
身
）
お
よ

び
一
定
の
手
続
的
な
形
式
の
遵
守
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
経
済
的
生
存
資
格
と
し
て
最
も
重
要
な
の
は
、
会
社
が
企
図
し
た
事
業
を
遂

行
す
る
の
に
十
分
な
資
本
を
有
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
過
少
資
本
は
、
法
人
格
ま
た
は
有
限
責
任
が
否
認
さ
れ
る
た
め
の
最
も
重
要
な
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

件
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
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ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
に
入
っ
て
、
各
州
が
一
般
会
社
法
を
制
定
し
た
が
、
そ
の
際
に
、
最
低
資
本
金
制
度
が
採
用
さ
れ
、

二
〇
世
紀
の
中
葉
ま
で
に
は
、
大
部
分
の
州
の
会
社
制
定
法
は
、
会
社
の
営
業
開
始
（
8
ヨ
馨
鼠
凝
び
琶
器
琶
要
件
と
し
て
．
五
〇
〇
ド

ル
か
ら
一
、
○
○
○
ド
ル
の
最
低
資
本
金
を
、
株
主
が
責
任
財
産
と
し
て
拠
出
す
べ
き
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
。
し
か
し
、
か
か
る
事
前

規
制
は
．
本
来
一
般
的
で
あ
る
制
定
法
の
性
質
に
親
し
ま
な
い
、
と
の
認
識
が
広
が
り
、
一
九
三
〇
年
代
に
至
っ
て
、
恣
意
的
な
最
低
資

本
金
額
を
一
般
的
に
要
求
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
、
と
の
理
由
に
よ
り
、
次
第
に
廃
止
さ
れ
、
今
日
で
は
、
ア
ー
カ
ソ
ソ
ー
お
よ
び

コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
な
ど
の
一
〇
数
州
が
こ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
．

　
判
例
上
、
過
少
資
本
は
、
有
限
責
任
を
否
認
す
る
た
め
の
一
要
件
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
制
定
法
が
要
求
す
る
最
低
資
本
金
額
を
満

た
す
場
合
で
も
、
当
該
会
社
が
、
な
お
現
実
に
過
少
資
本
で
あ
る
と
き
に
は
、
会
社
形
態
の
濫
用
の
徴
愚
が
存
在
す
る
も
の
と
し
て
、
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

限
責
任
の
否
認
の
た
め
の
一
要
件
が
存
在
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。

　
判
例
が
、
過
少
資
本
を
有
限
責
任
否
認
の
一
要
件
で
あ
る
と
す
る
根
拠
は
、
衡
平
（
8
葺
図
）
と
正
義
（
冒
駐
8
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

対
し
て
は
、
法
が
株
主
に
投
資
す
る
動
機
付
（
ぎ
聲
葺
①
）
と
し
て
有
限
責
任
の
利
益
を
与
え
た
と
理
解
す
れ
ば
、
株
主
に
会
社
債
権
者

に
対
す
る
責
任
を
負
わ
せ
る
の
は
、
不
公
正
（
毒
憲
『
）
で
あ
り
、
新
規
の
事
業
に
伴
う
コ
ス
ト
を
会
社
債
権
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
も
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

た
、
不
公
正
と
な
り
、
結
局
、
衡
平
と
正
義
だ
け
で
は
有
限
責
任
の
否
認
の
根
拠
を
説
明
で
き
な
い
、
と
の
批
判
が
あ
る
．

　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
当
初
、
第
一
に
、
一
九
世
紀
の
中
葉
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
冒
1
も
、
今
日
の
制
定
法
も
、
株
主
に
有
限
責
任

の
特
権
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
裁
判
所
は
、
有
限
責
任
の
利
益
を
受
け
る
こ
と
を
、
正
に
、
そ
の
目
的
と
し
て
会
社
を
設
立
す

る
こ
と
が
適
法
で
あ
る
こ
と
を
繰
返
し
て
認
め
て
き
た
こ
と
、
第
三
に
、
制
定
法
が
最
低
資
本
金
の
払
込
を
要
求
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
制

定
法
が
そ
れ
を
要
求
し
て
い
る
場
合
で
も
、
制
定
法
が
定
め
る
最
低
資
本
金
が
払
込
ま
れ
た
以
上
、
株
主
は
何
等
の
責
任
を
も
負
う
べ
き

で
は
な
い
こ
と
、
第
四
に
、
法
が
会
社
か
ら
弁
済
を
受
け
ら
れ
な
い
債
権
者
の
保
護
を
そ
の
政
策
的
目
的
と
し
て
い
る
の
な
ら
、
労
働
者

の
よ
う
な
特
定
の
債
権
者
に
対
す
る
会
社
債
務
に
つ
き
、
株
主
が
責
任
を
負
う
べ
き
旨
の
規
定
が
設
け
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
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う
な
法
の
規
定
が
な
い
以
上
、
株
主
に
は
責
任
が
な
い
こ
と
、
の
四
点
に
よ
り
、
株
主
は
過
少
資
本
を
理
由
と
し
て
会
社
債
権
者
に
対
し

て
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い
、
と
さ
れ
て
い
た
．

　
し
か
し
．
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
立
法
者
が
、
公
衆
の
保
護
の
た
め
に
最
低
資
本
金
制
度
が
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か
を
意
識
し
て
判
断

し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
、
誤
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
会
社
の
設
立
に
つ
い
て
勅
許
主
義
が
採
ら
れ
て
い
た
一
九
世
紀
初

頭
に
お
い
て
は
、
制
定
法
は
事
業
目
的
や
最
低
資
本
金
に
つ
い
て
詳
細
な
規
定
を
設
け
て
い
た
が
、
今
日
の
会
社
制
定
法
は
、
国
。
鱒
教
授

が
、
「
Φ
壁
げ
一
一
鑛
8
け
化
の
下
で
は
、
株
主
の
有
限
責
任
を
伴
う
会
社
の
設
立
と
い
う
特
権
は
自
由
に
入
手
で
き
る
し
、
ま
た
発
起
人
は
、

会
社
が
発
行
す
る
証
券
の
構
成
（
舅
琶
蔓
弩
琴
言
邑
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
社
の
目
的
の
決
定
な
ら
び
に
リ
ス
ク
と
支
配
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
配
分
を
自
由
に
操
作
で
き
る
。
」
と
指
摘
す
る
ほ
ど
に
ま
で
、
①
葛
呂
轟
8
び
化
し
て
お
り
、
事
業
目
的
に
つ
い
て
も
、
最
低
資
本
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

っ
い
て
も
、
特
別
の
規
制
を
せ
ず
、
会
社
の
自
由
に
任
せ
て
い
る
。
他
方
、
O
。
壼
三
教
授
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
有
限
責
任
制
度
は
立

法
者
が
予
期
し
な
か
っ
た
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
、
社
会
的
に
受
容
可
能
な
活
動
を
前
提
と
し
て
い
る
。
か
く
て
、
ほ
と
ん
ど
の
裁
判

所
は
、
立
法
の
目
的
は
名
目
的
な
資
本
の
拠
出
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
、
と
解
し
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、
立
法
が
①
苧

ぎ
一
ぎ
㎎
舘
酔
化
す
る
の
は
不
適
切
か
つ
危
険
で
あ
る
と
考
え
、
か
つ
制
定
法
が
会
社
の
設
立
に
際
し
て
の
経
済
的
生
存
資
格
の
確
保
を
諦

め
た
こ
と
を
認
識
し
、
か
く
て
、
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
、
名
目
的
に
出
資
が
な
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
投
資
の
促
進
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

う
有
限
責
任
を
認
め
る
根
拠
が
存
在
し
な
い
、
と
判
断
す
る
よ
う
に
な
っ
た
．
そ
の
結
果
、
ウ
ッ
ド
ゥ
対
ダ
マ
ー
事
件
に
代
表
さ
れ
る
一

九
世
紀
の
判
例
は
、
会
社
制
定
法
が
株
主
を
個
人
責
任
か
ら
解
放
し
、
こ
れ
に
代
え
て
、
会
社
の
資
本
を
も
っ
て
す
る
こ
と
を
承
認
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

が
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
投
資
会
社
対
バ
ー
ク
レ
ー
事
件
に
代
表
さ
れ
る
二
〇
世
紀
の
判
例
は
、
会
社
債
権
者
の
保
護
の
た
め
に
、
事
実
と
し

て
相
当
な
金
額
の
資
本
が
株
主
に
よ
っ
て
拠
出
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
有
限
責
任
を
認
め
る
根
拠
が
存
在
し
な
い
、
と
す
る
に
至
っ
た
．

　
ま
た
、
学
説
上
、
b
碧
蔓
教
授
は
、
一
九
三
六
年
に
、
「
法
は
、
事
業
会
社
の
設
立
に
際
し
て
、
当
該
会
社
の
事
業
の
種
類
お
よ
び
規

模
そ
の
他
か
ら
見
て
、
そ
の
組
織
を
整
え
か
つ
事
業
を
遂
行
す
る
の
に
相
当
な
（
吋
霧
。
冨
び
マ
警
浮
凶
Φ
9
）
資
本
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
．
」
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（
1
9
）

と
主
張
し
、
更
に
】
W
毘
き
怠
ま
教
授
は
、
一
九
四
六
年
に
、
「
株
主
が
、
将
来
の
会
社
債
務
に
対
応
す
る
た
め
の
相
当
な
資
本
を
拠
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

べ
き
こ
と
が
法
の
立
場
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
過
少
資
本
が
、
有
限
責
任
が
否
認
さ
れ
て
、
株
主
が
会
社

債
権
者
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
た
め
の
、
最
も
重
要
な
要
件
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

　
そ
こ
で
、
次
に
、
株
主
有
限
責
任
の
原
則
が
認
め
ら
れ
る
根
拠
を
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
日
本
に
お
け
る
学
説
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
し
、
過
少
資
本
の
場
合
、
な
ぜ
有
限
責
任
が
否
定
さ
れ
て
、
株
主
が
会
社
債
権
者
に
対
し
て
直
接
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
を
解
明
す
る
。

104

二
、
株
主
有
限
責
任
の
根
拠
に
関
す
る
学
説
と
そ
の
検
討

e
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
学
説
と
そ
の
検
討

　
ω
　
冒
き
冨
教
授
の
見
解

　
竃
帥
目
①
教
授
は
、
株
式
会
社
の
発
展
は
、
投
資
家
か
ら
巨
大
な
資
金
を
集
め
る
為
の
法
的
規
制
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
中
央
集
権
化
さ
れ
た
経
営
と
株
主
有
限
責
任
だ
と
し
、
会
社
組
織
の
大
き
な
利
点
の
一
つ
は
、
個
々
の
投
資
家
が
、
自
己
が
投

資
し
た
会
社
が
倒
産
し
た
場
合
に
、
自
己
の
資
産
に
つ
い
て
壊
滅
的
な
損
害
を
受
け
る
こ
と
な
し
に
、
自
己
の
資
産
を
各
種
の
会
社
に
分

散
投
資
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
会
社
に
お
い
て
、
組
合
に
お
け
る
の
と
同
様
に
、
大
口
投
資
家
と
小
口
投
資
家
と
が
、

会
社
の
債
務
に
つ
い
て
、
等
し
く
連
帯
責
任
を
負
う
も
の
と
す
れ
ば
、
会
社
に
対
す
る
投
資
は
、
現
に
破
産
状
態
に
あ
る
か
、
ほ
と
ん
ど

資
産
を
持
っ
て
い
な
い
者
か
ら
し
か
、
な
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
い
わ
ん
や
大
口
投
資
家
は
、
少
額
の
投
資
さ
え
も
し
な
く
な
っ
て

し
ま
う
．
ま
た
会
社
の
全
て
の
株
主
が
、
出
資
の
割
合
に
応
じ
て
、
会
社
債
務
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
も
の
と
す
る
と
、
会
社
の
設
立
に

関
与
し
た
か
現
物
出
資
を
し
た
た
め
に
大
株
主
と
な
っ
て
い
る
者
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
当
該
株
主
が
十
分
な
財
産
を
保
有
し
て
い
な
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い
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
債
権
者
が
多
数
の
小
口
投
資
家
に
対
し
て
、
少
額
の
責
任
を
追
及
し
て
金
銭
を
取
り
立
て
る
た
め
の
コ
ス

ト
が
、
債
権
の
見
込
み
回
収
額
を
上
廻
る
こ
と
が
あ
り
、
結
局
、
無
限
責
任
は
不
適
当
で
あ
る
が
、
有
限
責
任
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
取

り
除
き
、
債
権
者
が
容
易
に
認
識
で
き
る
リ
ス
ク
を
株
主
か
ら
債
権
者
に
移
転
す
る
、
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
株
主
が
、
出
資
額
以
外
に
、

自
己
の
財
産
の
特
定
部
分
を
失
う
リ
ス
ク
を
引
受
け
る
制
度
が
採
ら
れ
た
と
す
る
と
、
会
社
の
倒
産
の
場
合
に
、
自
己
の
過
去
の
投
資
額

を
超
え
、
し
か
も
、
予
期
で
き
な
い
時
期
に
、
予
期
で
き
な
い
額
に
つ
い
て
、
突
如
生
じ
る
責
任
の
可
能
性
は
、
莫
大
な
数
の
小
口
投
資

家
が
負
担
す
る
リ
ス
ク
と
し
て
は
、
余
り
に
も
大
き
す
ぎ
、
こ
れ
ま
た
不
適
切
で
あ
り
、
有
限
責
任
の
下
に
お
い
て
の
み
、
広
範
囲
に
出

資
を
求
め
て
大
会
社
を
組
織
で
き
る
、
と
す
る
。

　
次
に
教
授
は
、
会
社
が
倒
産
し
た
場
合
の
リ
ス
ク
を
株
主
が
負
担
す
る
場
合
と
債
権
者
が
負
担
す
る
場
合
と
に
分
け
て
、
そ
の
コ
ス
ト

を
比
較
し
た
上
で
、
後
者
の
方
が
コ
ス
ト
が
小
さ
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
会
社
債
権
者
の
大
部
分
も
ま
た
会
社
だ

か
ら
、
会
社
の
倒
産
に
よ
る
債
権
者
の
リ
ス
ク
は
、
そ
の
債
権
者
を
通
し
て
緩
和
で
き
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
債
権
者
が
任
意
債
権
者

の
場
合
に
は
、
倒
産
に
よ
る
リ
ス
ク
を
把
握
し
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
売
買
代
金
の
額
と
か
貸
付
金
の
利
息
に
含
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

こ
と
に
よ
り
、
他
の
コ
ス
ト
と
し
て
処
理
さ
れ
る
の
で
、
僅
か
な
コ
ス
ト
で
足
り
る
か
ら
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。

　
教
授
が
述
べ
る
よ
う
に
、
有
限
責
任
の
原
則
が
採
ら
れ
な
け
れ
ぽ
、
株
主
が
会
社
に
出
資
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
そ
れ
が
少
額
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
の
全
財
産
を
会
社
の
運
命
に
賭
け
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
大
口
の
投
資
家
は
、
特
定
の
一
～
二
の
会
社
に
大

口
の
投
資
を
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
多
数
の
会
社
に
小
口
の
出
資
を
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
の
で
あ
り
、
か
く
て
．
投
資
の
分
散
に
よ

っ
て
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
ぎ
ず
、
ま
た
、
株
式
に
投
資
し
た
以
上
は
、
自
己
の
全
財
産
を
守
る
た
め
に
、
自
ら
、
会
社
を
経

営
す
る
か
経
営
を
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
で
は
経
営
の
中
央
集
権
化
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
あ
ま
り
に
も

監
視
の
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
有
限
責
任
制
度
が
、
中
央
集
権
化
を
も
た
ら
し
、
今
日
の
巨
大
な
株
式
会
社
を
発
展
さ
せ

た
こ
と
、
お
よ
び
、
投
資
の
分
散
を
可
能
と
し
た
こ
と
は
、
正
に
教
授
が
指
摘
す
る
と
お
り
だ
が
、
債
権
者
が
倒
産
の
リ
ス
ク
を
負
担
す
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る
理
由
と
し
て
、
債
権
者
が
企
業
倒
産
の
リ
ス
ク
を
把
握
し
て
い
る
、
と
の
指
摘
は
、
取
引
上
の
債
権
者
の
よ
う
な
任
意
債
権
者
に
は
当

て
は
ま
る
が
、
不
法
行
為
債
権
者
の
よ
う
な
非
任
意
債
権
者
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
非
任
意
債
権
者
に
つ
い
て
は
、
任
意
債

権
者
と
違
っ
た
取
り
扱
い
を
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
が
出
て
く
る
．

　
ω
　
ぎ
撃
9
教
授
の
見
解

　
教
授
は
、
有
限
責
任
の
機
能
と
し
て
、
そ
れ
が
株
主
と
債
権
者
の
双
方
に
と
っ
て
、
有
利
な
取
引
の
形
態
を
容
易
に
す
る
の
で
あ
り
、

有
限
責
任
の
原
則
が
採
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
投
資
の
供
給
も
、
与
信
の
需
要
も
、
現
在
よ
り
は
る
か
に
小
さ
く
な
る
だ
ろ
う
、
と
述
べ

る
。　
教
授
に
よ
れ
ば
、
会
社
へ
の
金
銭
の
貸
付
に
対
す
る
利
息
は
、
金
銭
を
貸
付
た
こ
と
に
よ
り
、
貸
主
が
一
定
期
間
そ
の
金
銭
を
自
ら
利

用
で
き
な
い
と
い
う
不
利
益
の
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
、
借
主
が
返
済
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
、
貸
主
が
被

る
損
失
と
い
う
不
利
益
の
対
価
と
し
て
も
支
払
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
借
主
は
、
か
か
る
リ
ス
ク
に
対
し
て
利
息
を
支
払
う
と
い
う
補
償

を
し
て
い
る
の
で
、
事
業
運
営
上
の
リ
ス
ク
の
一
部
を
貸
主
に
移
転
す
る
の
は
、
当
然
で
あ
り
、
し
か
も
、
貸
主
は
、
次
の
二
点
に
お
い

て
、
よ
り
優
れ
た
企
業
倒
産
の
リ
ス
ク
の
負
担
者
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。
第
一
に
、
貸
主
は
、
株
主
よ
り
も
、
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
の

に
適
当
な
地
位
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
公
開
会
社
の
個
々
の
株
主
の
立
場
を
、
会
社
に
資
金
を
供
給
す
る
金
融
機
関
の
立
場
や
、
会
社

に
商
品
を
販
売
す
る
企
業
の
立
場
と
比
較
す
れ
ば
、
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
る
、
と
す
る
。
第
二
に
、
貸
主
で
あ
る
会
社
の
債
権
者
は
、
企

業
倒
産
の
リ
ス
ク
を
そ
れ
ほ
ど
に
は
嫌
わ
な
い
、
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
貸
主
は
貸
付
に
際
し
て
、
借
主
か
ら
担
保
を
供
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
ぽ
か
り
か
、
利
息
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ス
ク
を
カ
ヴ
ァ
ー
で
き
る
し
、
貸
付
契
約
に
際
し
、
貸
主
の
リ
ス
ク
を

制
限
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
殊
に
、
会
社
に
対
す
る
貸
付
に
当
た
っ
て
、
株
主
を
し
て
借
入
金
債
務
を
保
証
さ
せ
る
と
き

は
、
貸
主
は
リ
ス
ク
を
株
主
に
対
し
て
移
転
で
き
る
。
貸
主
が
、
株
主
に
リ
ス
ク
を
移
転
し
た
り
、
会
社
に
リ
ス
ク
を
移
転
す
る
と
き
は
、

そ
れ
だ
け
利
息
の
額
が
削
減
さ
れ
る
。
か
く
て
、
教
授
は
、
有
限
責
任
の
原
則
は
、
事
業
経
営
の
リ
ス
ク
を
外
部
化
す
る
こ
と
な
し
に
、
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株
主
と
債
権
者
の
双
方
に
と
っ
て
、
有
利
な
取
引
形
態
を
提
供
す
る
の
で
あ
っ
て
、
株
主
有
限
責
任
の
原
則
が
採
ら
れ
な
け
れ
ば
、
貸
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

に
対
す
る
資
金
の
需
要
も
、
株
式
投
資
に
よ
る
資
本
の
供
給
も
、
は
る
か
に
減
少
す
る
、
と
指
摘
す
る
．

　
然
し
、
教
授
が
述
べ
る
よ
う
に
、
債
権
者
の
方
が
株
主
よ
り
、
企
業
倒
産
に
よ
る
リ
ス
ク
を
嫌
う
と
い
う
事
実
が
な
い
と
は
一
概
に
は

言
え
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
債
権
者
が
リ
ス
ク
の
一
部
を
負
担
す
る
の
は
、
株
主
が
債
権
者
に
リ
ス
ク
を
移
転
す
る
と
し

て
も
、
移
転
さ
れ
る
の
は
、
リ
ス
ク
の
一
部
で
あ
り
、
し
か
も
債
権
者
は
、
株
主
よ
り
も
後
順
位
の
リ
ス
ク
負
担
者
だ
か
ら
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
株
主
は
、
自
己
が
出
資
し
た
財
産
の
運
命
を
、
会
社
の
業
績
に
賭
け
て
お
り
、
業
績
が
良
け
れ
ば
、
多
額
の
配
当
の
支
払
を
受

け
、
業
績
が
悪
け
れ
ば
、
配
当
の
支
払
を
受
け
ら
れ
な
い
が
、
債
権
者
は
、
会
社
の
業
績
の
如
何
に
係
わ
ら
ず
、
一
定
率
の
利
息
の
収
入

を
得
て
、
利
益
を
挙
げ
た
り
、
売
り
上
げ
金
額
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
利
益
を
獲
得
で
ぎ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
会
社
倒
産
の
場
合
に

は
、
ま
ず
、
債
権
者
に
対
し
て
会
社
の
財
産
か
ら
支
払
わ
れ
、
残
余
財
産
が
あ
る
と
き
に
限
っ
て
、
株
主
は
分
配
を
受
け
る
に
す
ぎ
な
い
。

か
く
し
て
、
会
社
倒
産
の
リ
ス
ク
は
、
債
権
者
よ
り
株
主
の
方
が
、
よ
り
多
く
負
担
す
る
。
ま
た
、
教
授
の
見
解
で
は
、
リ
ス
ク
を
評
価

で
き
な
い
不
法
行
為
債
権
者
等
の
非
任
意
債
権
者
と
の
関
係
に
お
け
る
有
限
責
任
の
合
理
性
を
説
明
で
き
な
い
。

　
㈹
　
国
巴
冨
吋
P
ギ
①
菖
8
。
お
よ
び
円
弩
菩
三
一
教
授
ら
の
見
解

　
教
授
ら
は
、
有
限
責
任
は
、
組
織
的
証
券
市
場
の
存
在
に
不
可
欠
で
あ
る
と
指
摘
し
、
無
限
責
任
の
原
則
の
下
に
お
い
て
は
、
株
主
が

追
出
資
を
要
求
さ
れ
る
た
め
に
、
株
式
の
価
値
は
各
株
主
の
資
産
の
多
寡
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
個
人
資
産
が
大
き
い
株

主
が
株
式
を
取
得
す
る
際
に
支
払
う
対
価
は
小
さ
く
な
り
、
結
局
、
証
券
市
場
は
成
立
せ
ず
、
株
式
の
価
値
を
全
て
の
投
資
家
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

同
一
に
し
て
、
証
券
市
場
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
有
限
責
任
の
原
則
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
明
は
、

公
開
会
社
に
お
い
て
は
妥
当
し
て
も
、
非
公
開
会
社
に
お
い
て
は
妥
当
し
な
い
．

　
㈲
　
虫
ω
9
①
一
お
よ
び
国
器
措
き
8
爵
教
授
ら
の
見
解

　
教
授
ら
は
、
公
開
会
社
に
お
い
て
は
、
資
本
を
欠
く
が
経
営
能
力
を
有
す
る
経
営
者
と
、
経
営
能
力
を
欠
く
が
資
本
を
有
す
る
投
資
家
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と
が
．
経
営
能
力
と
資
本
と
を
結
合
し
、
か
つ
資
本
の
供
給
と
経
営
の
役
割
を
分
担
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
分
担
に
は
大
き
な
跨
。
風
8
エ
長

の
コ
ス
ト
を
伴
う
が
、
有
限
責
任
に
よ
っ
て
生
じ
る
利
益
は
こ
れ
を
は
る
か
に
上
廻
り
、
結
局
、
有
限
責
任
は
こ
の
分
担
の
コ
ス
ト
を
減

少
さ
せ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
第
一
に
、
有
限
責
任
は
、
ヨ
・
巳
8
匡
凝
の
必
要
を
減
少
さ
せ
る
．
有
限
責
任
は
、
分
散
投
資
を
可
能
に
し
、
分
散
投
資
を
行
っ
た
投
資

家
は
、
各
々
の
企
業
に
対
す
る
投
資
が
少
額
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
を
ヨ
。
巳
8
周
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
欠
く
が
、
投
資
家
が
投
資

す
る
額
の
多
寡
は
リ
ス
ク
を
反
映
す
る
の
で
、
資
本
を
必
要
と
す
る
企
業
の
経
営
者
は
、
よ
り
効
率
的
に
経
営
を
行
な
う
よ
う
に
な
り
、

か
く
て
、
舅
。
巳
8
吋
ぎ
o
q
の
コ
ス
ト
は
減
少
す
る
．

　
第
二
に
、
有
限
責
任
は
、
他
の
株
主
が
保
有
す
る
資
産
の
額
に
対
す
る
巨
9
ぎ
二
鑛
の
コ
ス
ト
を
減
少
さ
せ
る
。
無
限
責
任
の
下
に

お
い
て
は
、
あ
る
株
主
の
財
産
の
額
が
大
き
い
と
、
財
産
の
額
が
小
さ
い
他
の
株
主
が
債
権
者
か
ら
責
任
を
追
及
さ
れ
る
度
合
い
が
少
な

く
な
る
反
面
、
自
ら
が
責
任
を
追
及
さ
れ
る
度
合
い
は
多
く
な
り
、
株
主
は
、
常
に
他
の
株
主
の
資
産
の
大
小
や
変
動
を
巨
o
巳
8
裡
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
有
限
責
任
の
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
必
要
が
な
い
た
め
に
、
目
9
ぎ
践
長
の
コ
ス
ト
が
減
少
す
る
．

　
第
三
に
、
有
限
責
任
は
、
株
式
の
自
由
な
譲
渡
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
者
に
効
率
的
な
経
営
の
イ
ン
セ
ソ
テ
ィ
ヴ
を
与
え
て
、

株
式
投
資
の
コ
ス
ト
を
減
少
さ
せ
る
．
有
限
責
任
は
、
無
限
責
任
と
異
な
り
、
追
出
資
の
リ
ス
ク
無
し
に
株
式
の
大
量
取
得
に
よ
る
企
業

買
収
を
可
能
と
す
る
結
果
、
経
営
者
を
し
て
、
そ
の
防
衛
策
と
し
て
の
高
株
価
維
持
政
策
を
採
ら
せ
、
そ
の
良
き
手
段
と
し
て
の
効
率
的

経
営
を
促
進
さ
せ
る
．

　
第
四
に
、
有
限
責
任
は
、
企
業
の
将
来
の
見
通
し
を
含
む
全
て
の
情
報
を
正
確
に
反
映
す
る
、
均
一
な
価
格
ま
で
、
株
価
を
到
達
さ
せ

る
の
で
、
株
主
は
、
自
ら
調
査
し
検
討
す
る
コ
ス
ト
を
必
要
と
せ
ず
に
、
市
場
価
格
を
公
正
な
も
の
と
受
認
し
て
取
引
で
ぎ
る
。

　
第
五
に
、
有
限
責
任
は
、
分
散
投
資
を
可
能
に
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
株
主
は
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
が
で
ぎ
、
ま
た
会
社

は
低
い
コ
ス
ト
で
資
金
を
調
達
で
き
る
。
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第
六
に
、
有
限
責
任
は
、
確
実
な
純
現
在
価
値
を
持
つ
企
業
に
投
資
し
て
、
収
益
を
挙
げ
つ
つ
、
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る
こ
と
な
し
に
、

変
動
が
大
き
い
が
将
来
大
き
な
収
益
を
挙
げ
る
と
見
込
め
る
企
業
に
も
投
資
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
で
、
最
適
な
投
資
の
決
定
を
容

易
に
す
る
。

　
こ
れ
が
、
教
授
ら
の
見
解
で
あ
る
。
か
く
て
教
授
ら
は
、
有
限
責
任
は
経
営
の
失
敗
や
企
業
の
倒
産
に
よ
る
リ
ス
ク
を
消
滅
さ
せ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

と
は
で
き
ず
、
そ
の
リ
ス
ク
は
誰
か
が
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
指
摘
す
る
．

　
結
局
、
有
限
責
任
の
下
に
お
い
て
も
誰
か
が
会
社
倒
産
の
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
問
題
は
、
誰
が
、
ど
の

よ
う
に
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
⇔
　
日
本
に
お
け
る
学
説
と
そ
の
検
討

　
我
が
国
に
お
け
る
有
限
責
任
の
根
拠
に
関
す
る
学
説
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
を
大
別
す
れ
ば
、
①
所

有
と
経
営
の
分
離
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
も
の
、
②
資
本
の
集
中
の
必
要
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
も
の
、
③
株
主
と
債
権
者
と
の
問
の
危

険
の
分
担
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
も
の
、
の
三
つ
と
な
る
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
諸
学
説
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
検
討
を
行
う
。

　
ω
　
所
有
と
経
営
の
分
離
に
根
拠
を
求
め
る
立
場

　
こ
の
立
場
を
採
る
の
は
、
田
中
耕
太
郎
博
士
と
松
田
二
郎
博
士
で
あ
る
。

①
田
中
耕
太
郎
博
士
の
見
解

　
田
中
博
士
は
、
「
（
企
業
の
）
損
失
は
、
各
共
同
経
営
者
の
事
業
関
与
の
程
度
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
、
企
業
者
が
一
定
の
金
額
を
越
え

て
損
失
を
分
担
し
な
い
場
合
が
存
す
る
．
こ
れ
有
限
責
任
の
法
制
度
で
あ
る
．
お
よ
そ
人
は
債
務
を
自
己
の
全
財
産
を
も
っ
て
弁
済
す
る

責
任
（
無
限
責
任
）
を
負
う
こ
と
を
原
則
と
し
、
共
同
企
業
者
と
い
え
ど
も
こ
の
例
に
漏
れ
な
い
．
し
か
し
共
同
企
業
者
中
の
一
部
の
者
と

同
じ
程
度
に
事
業
に
関
与
す
る
こ
と
を
欲
せ
ず
、
そ
う
し
て
事
業
関
与
の
程
度
に
差
が
あ
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
差
異
を
無
視
し
て
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一
様
に
無
限
責
任
を
負
担
せ
し
め
る
こ
と
は
、
こ
れ
法
の
一
理
念
で
あ
る
正
義
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
と
に
近
代
的
大
企
業
に
お
い

の
　
・
－
　
て
は
そ
の
性
質
上
、
企
業
所
有
者
と
い
え
ど
も
自
己
の
企
業
の
各
部
分
を
詳
に
統
括
、
監
督
す
る
を
得
ず
、
止
む
な
く
他
人
を
し
て
経
営

87
ぐ
　
を
分
掌
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
営
上
必
要
で
あ
る
業
務
上
の
活
動
の
分
散
は
法
的
責
任
の
分
散
を
伴
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ

号12

　
分
業
の
原
理
が
法
的
責
任
の
分
散
に
い
た
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
会
社
社
員
の
有
限
責
任
は
そ
の
法
的
性
質
に
お
い
て
必
ず
し
も
軌
を

巻0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

郷
　
一
つ
に
し
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
基
礎
は
一
様
に
企
業
経
営
の
分
散
に
存
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
．
」
と
指
摘
す
る
。

研学
　
②
松
田
博
士
の
見
解

法　
　
松
田
博
士
は
、
「
凡
そ
他
人
に
対
し
て
債
務
を
負
担
す
る
者
が
無
限
責
任
を
負
う
べ
き
こ
と
は
当
然
の
原
則
で
あ
る
。
有
限
責
任
は
例

　
　
外
的
現
象
に
過
ぎ
ぬ
。
沿
革
に
徴
す
る
時
、
所
謂
有
限
責
任
な
り
と
せ
ら
る
る
株
主
も
ま
た
か
つ
て
無
限
責
任
の
原
則
に
服
し
た
の
で
あ

　
　
っ
た
。
当
時
に
お
い
て
は
企
業
の
所
有
と
経
営
と
は
必
ず
し
も
分
離
せ
ず
、
株
主
は
、
多
分
に
企
業
者
的
職
能
を
営
み
つ
つ
、
組
合
的
に

　
　
結
合
し
、
而
し
て
株
式
会
社
自
体
の
人
格
未
だ
認
め
ら
れ
ざ
る
為
、
株
主
は
会
社
債
権
者
に
対
し
直
接
債
権
債
務
の
関
係
に
立
ち
つ
つ
、

　
　
無
限
責
任
を
負
担
し
た
の
で
あ
る
．
斯
る
状
態
の
下
に
於
い
て
株
主
数
の
多
か
ら
ざ
り
し
こ
と
は
容
易
に
理
解
し
得
る
所
で
あ
る
。
然
る

　
　
に
、
配
当
証
券
た
る
株
式
は
、
通
常
の
利
息
証
券
と
異
な
り
て
其
投
機
性
の
故
に
大
な
る
魅
力
を
以
て
多
数
を
吸
引
し
、
株
主
数
を
し
て

　
　
次
第
に
増
加
せ
し
め
た
。
而
し
て
株
主
数
増
加
す
る
や
、
株
主
に
於
い
て
営
業
活
動
を
全
般
に
亙
り
て
指
揮
監
督
す
る
こ
と
の
不
可
能
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
な
る
の
は
自
然
の
勢
で
あ
り
、
之
に
従
っ
て
株
主
の
法
律
上
の
責
任
を
限
局
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
生
じ
た
の
で
あ
る
．
」
と
指
摘
す
る
。

　
　
　
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
自
己
責
任
の
原
則
を
根
拠
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
株
主
有
限
責
任
の
原
則
が
採
ら
れ
る
場
合
、
会
社
が
支
払
不
能

　
　
に
陥
っ
た
と
き
に
、
な
ぜ
会
社
債
権
者
が
債
権
の
満
足
を
受
け
ら
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
制
度
的
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な

　
　
ら
な
い
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
正
当
な
見
解
と
は
解
せ
ら
れ
な
い
．
蓋
し
．
私
的
自
治
の
原
則
よ
り
導
か
れ
る
自
己
責
任
の

　
原
則
、
す
な
わ
ち
支
配
な
き
と
こ
ろ
に
責
任
な
し
と
い
う
命
題
は
、
制
度
的
に
第
三
者
に
リ
ス
ク
を
負
担
さ
せ
る
場
合
に
は
妥
当
し
な
い

　
　
か
ら
で
あ
る
。
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㈲
　
資
本
の
集
中
に
根
拠
を
求
め
る
見
解

　
こ
の
立
場
を
採
る
の
は
、
河
本
一
郎
教
授
と
森
本
滋
教
授
で
あ
る
。

①
河
本
教
授
の
見
解

　
河
本
教
授
は
、
「
（
株
主
有
限
責
任
の
原
則
は
V
株
式
会
社
お
よ
び
有
限
会
社
の
た
め
に
と
く
に
政
策
的
に
認
め
ら
れ
た
制
度
と
解
す
る
べ

き
で
あ
ろ
う
．
す
な
わ
ち
、
社
会
に
散
在
す
る
零
細
な
資
金
を
集
め
る
に
際
し
、
そ
の
出
資
者
に
会
社
の
債
務
に
つ
ぎ
無
限
責
任
を
負
わ

せ
た
の
で
は
、
そ
の
出
資
を
期
待
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
支
配
株
主
と
し
て
も
無
限
責
任
を
負

わ
さ
れ
る
よ
り
は
、
で
き
れ
ば
有
限
責
任
で
あ
る
こ
と
を
欲
す
る
で
あ
ろ
う
．
株
式
会
社
に
お
け
る
有
限
責
任
の
原
則
は
、
右
の
二
つ
の

理
由
か
ら
政
策
的
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
．
有
限
会
社
に
お
け
る
有
限
責
任
の
原
則
は
、
も
っ
ば
ら
後
の
理
由
に
よ
る
と
解
す
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

あ
ろ
う
．
」
と
指
摘
す
る
。

②
森
本
教
授
の
見
解

　
森
本
教
授
は
、
「
現
行
会
社
法
に
お
い
て
は
、
資
本
額
を
公
示
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
と
と
も
に
、
資
本
（
出
資
）
を
確
保
し
、
出
資

さ
れ
た
財
産
の
維
持
・
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
商
取
引
の
要
請
（
経
済
上
の
合
目
的
的
考
慮
）
に
基
づ
ぎ
、
す
な
わ
ち
、
資
本

の
糾
合
の
た
め
に
、
ま
た
企
業
危
険
を
制
限
し
て
経
済
活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
に
、
社
員
の
い
わ
ゆ
る
有
限
責
任
が
認
め
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
（
28
）

る
。
」
と
指
摘
す
る
。

　
し
か
し
、
資
本
を
集
中
さ
せ
た
り
糾
合
す
る
た
め
に
は
、
自
己
資
本
と
し
て
集
中
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
他
人
資
本
と
し
て
集
中

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
教
授
ら
の
説
明
は
、
自
己
資
本
の
集
中
の
理
由
と
し
て
は
、
正
当
で
あ
っ
て
も
、
他
人
資
本
の

集
中
の
理
由
と
し
て
は
正
当
で
な
く
、
ま
た
、
教
授
ら
が
集
中
の
対
象
を
自
己
資
本
だ
け
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
、
自
己
資
本
に
限

定
し
、
他
人
資
本
を
含
ま
し
め
な
い
の
か
の
理
由
が
明
ら
か
で
な
い
。
蓋
し
、
企
業
に
必
要
な
資
本
は
、
自
己
資
本
と
し
て
も
他
人
資
本

と
し
て
も
、
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
あ
っ
て
、
企
業
の
資
本
コ
ス
ト
は
、
有
限
責
任
の
原
則
を
採
ろ
う
と
無
限
責
任
の
原
則
を
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採
ろ
う
と
、
同
一
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
に
は
、
有
限
責
任
の
原
則
に
よ
る
株
主
の
利
益
は
、
債
権
者
の
損
失
、
つ
ま
り
不

利
益
と
一
致
す
る
。
そ
こ
で
、
有
限
責
任
の
下
に
お
い
て
は
、
株
主
は
保
護
さ
れ
る
代
わ
り
に
、
投
資
の
見
返
り
た
る
配
当
を
低
額
で
満

足
し
、
債
権
者
は
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
代
わ
り
に
、
貸
付
の
見
返
り
た
る
高
額
の
利
息
を
要
求
す
る
。
無
限
責
任
の
下
に
お
い
て
は
、
丁

度
そ
の
反
対
に
な
る
．
か
く
て
、
有
限
責
任
の
原
則
の
下
に
お
い
て
も
、
無
限
責
任
の
原
則
の
下
に
お
い
て
も
、
企
業
の
資
本
、
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

ち
自
己
資
本
と
他
人
資
本
の
合
計
の
コ
ス
ト
、
換
言
す
れ
ば
、
利
益
配
当
の
額
と
利
息
の
額
の
合
計
額
は
一
致
す
る
。

　
⑥
　
株
主
と
債
権
者
間
の
危
険
分
配
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
立
場

　
こ
の
立
場
を
採
る
の
は
、
江
頭
憲
治
郎
教
授
で
あ
る
。
江
頭
教
授
は
、
「
物
的
会
社
の
有
限
責
任
制
度
は
、
企
業
の
業
種
ま
た
は
損
害

の
種
類
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
ー
そ
の
意
味
で
、
『
総
体
的
有
限
』
責
任
制
度
の
最
も
徹
底
し
た
形
で
あ
る
1
企
業
活
動
か
ら
生

じ
る
損
失
・
危
険
を
会
社
債
権
者
に
転
嫁
し
、
よ
り
正
確
に
は
、
社
員
・
会
社
債
権
者
間
で
分
担
し
、
い
わ
ば
『
社
会
化
』
す
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

制
度
で
あ
る
．
」
と
指
摘
す
る
。

　
こ
の
立
場
は
、
有
限
責
任
が
果
た
す
機
能
を
社
会
学
的
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
論
は
正
し
い
。
し
か
し
、
教
授
自
ら
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

す
る
よ
う
に
、
「
企
業
危
険
を
、
企
業
関
係
者
の
う
ち
だ
れ
が
、
ど
う
い
う
順
序
で
、
一
定
額
ず
つ
ひ
き
う
け
る
の
が
本
来
衡
平
な
の
か
」

と
い
う
点
の
解
明
が
残
さ
れ
て
い
る
．
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三
、
会
社
倒
産
の
リ
ス
ク
と
そ
の
負
担

　
以
上
で
、
株
主
の
有
限
責
任
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
と
日
本
に
お
け
る
見
解
を
検
討
し
た
が
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
、
問
題
は
、

誰
が
、
ど
の
よ
う
に
リ
ス
ク
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
法
理
論
に
よ
れ
ば
、
株
主
の
会
社
に
対
す
る
関
係
は
、
所
有
関
係
で
あ
り
、
ま
た
日
本
に
お
い
て
も
、
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た
と
え
ば
鈴
木
竹
雄
教
授
が
、
「
株
主
は
、
会
社
企
業
の
共
同
経
営
者
で
あ
る
．
し
た
が
っ
て
、
企
業
か
ら
生
じ
る
利
益
の
分
配
を
受
け

る
ほ
か
、
企
業
の
経
営
に
つ
い
て
も
、
本
来
か
ら
い
え
ば
す
べ
て
を
共
同
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
り
、
企
業
経
営
を
専

門
家
に
委
ね
た
こ
と
は
、
企
業
の
所
有
者
で
あ
る
株
主
が
そ
の
所
有
権
に
も
と
づ
い
て
有
す
る
共
同
経
営
権
を
自
己
の
利
益
を
考
え
て
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

理
化
し
た
も
の
で
あ
る
．
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
伝
統
的
法
理
論
に
よ
れ
ば
、
株
主
の
会
社
に
対
す
る
関
係
は
、
所
有
関
係
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
近
時
の
、
法
律
学
に
経
済
学
の
手
法
を
取
り
込
ん
だ
理
解
に
よ
る
と
、
企
業
と
は
、
資
本
、
経
営
能
力
、
労
力
、
お
よ
び
原

材
料
、
な
ど
の
生
産
の
た
め
の
諸
要
因
の
供
給
者
が
、
契
約
に
よ
っ
て
結
び
つ
く
核
（
ま
釜
の
〉
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
ら
の
生
産
諸
要
因
の
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

給
者
か
ら
な
る
ボ
ー
ト
（
ぎ
琶
が
、
経
営
者
の
号
令
一
下
、
他
の
ボ
ー
ト
と
競
争
し
て
行
く
の
で
あ
る
、
と
比
喩
さ
れ
る
．

　
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
ち
、
会
社
の
倒
産
の
リ
ス
ク
を
、
ど
の
企
業
参
加
者
が
ど
の
よ
う
に
引
き
受
け
る
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
と
、
大
き
く
分
け
て
、
株
主
、
取
締
役
、
会
社
債
権
者
、
に
区
分
で
き
、
し
か
も
．
こ
れ
ら
の
者
は
、
同
じ
生
産
要
因
の
供
給
者
と
い

う
地
位
に
あ
る
た
め
に
．
そ
れ
ぞ
れ
は
同
じ
立
場
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
命
題
が
引
き
出
さ
れ
る
．
そ
こ
で
、
個
々
の
供
給
者
に
つ

い
て
、
誰
が
会
社
倒
産
の
リ
ス
ク
を
負
う
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
取
締
役
の
場
合
に
は
、
既
に
し
て
法
律
上
、
会
社
に
対
し

て
業
務
執
行
に
関
す
る
義
務
と
責
任
を
負
担
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
会
社
倒
産
に
際
し
て
は
、
そ
の
地
位
を
失
う
と
い
う
制
裁
を
受
け

る
の
で
、
取
締
役
は
、
一
応
、
こ
れ
ら
の
者
か
ら
除
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
会
社
倒
産
の
リ
ス
ク
は
株
主
と
会
社
債
権
者

と
の
間
で
、
等
し
く
引
受
ら
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
果
た
し
て
株
主
と
債
権
者
と
が
、
等
し
く
リ
ス
ク
を
分
担
す
る
こ
と
に

な
る
か
ど
う
か
を
、
田
零
ぎ
一
教
授
ら
の
指
摘
に
依
拠
し
て
検
討
す
る
．

　
教
授
ら
は
、
有
限
責
任
の
下
に
お
い
て
は
、
株
主
が
出
資
し
た
財
産
に
対
し
て
は
債
権
者
が
優
先
権
を
持
ち
、
そ
の
限
り
で
、
リ
ス
ク

が
債
権
者
か
ら
株
主
に
移
転
し
、
無
限
責
任
の
下
に
お
い
て
は
、
そ
れ
以
上
の
リ
ス
ク
が
株
主
に
移
転
す
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
第
一
に
、

有
限
責
任
に
よ
っ
て
証
券
市
場
が
成
立
し
た
り
企
業
買
収
が
可
能
と
な
る
こ
と
は
、
株
主
と
債
権
者
と
に
と
っ
て
共
通
の
利
益
で
あ
り
、

第
二
に
、
有
限
責
任
の
下
に
お
い
て
は
、
無
限
責
任
の
下
に
お
け
る
よ
り
、
株
主
の
監
視
の
コ
ス
ト
が
少
な
く
な
る
が
、
株
主
は
債
権
者
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よ
り
先
に
投
下
し
た
額
を
失
う
の
で
、
債
権
者
よ
り
株
主
の
方
が
目
。
巳
8
践
凝
に
つ
い
て
大
き
な
利
害
関
係
を
持
つ
か
ら
、
株
主
の
監

視
の
コ
ス
ト
の
減
少
は
、
債
権
者
の
琶
。
巳
8
二
鑛
の
コ
ス
ト
の
増
加
を
も
た
ら
さ
ず
、
第
三
に
、
債
権
者
は
、
株
主
よ
り
も
企
業
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

に
つ
い
て
の
情
報
を
入
手
し
易
い
の
で
、
有
限
責
任
の
下
で
も
、
債
権
者
は
、
低
い
コ
ス
ト
で
監
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
。

　
か
く
て
、
有
限
責
任
の
下
に
お
い
て
の
み
、
株
主
と
債
権
者
と
が
、
と
も
に
低
い
コ
ス
ト
を
監
視
に
費
や
す
だ
け
で
済
む
の
で
．
両
者

が
等
し
く
会
社
倒
産
の
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
リ
ス
ク
の
分
担
こ
そ
が
有
限
責
任
の
最
も
重
要
な
機
能
で

あ
り
、
こ
れ
こ
そ
、
現
在
、
有
限
責
任
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
根
拠
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
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四
、
過
少
資
本
と
株
主
有
限
責
任
の
否
認

　
有
限
責
任
制
度
が
企
業
倒
産
の
リ
ス
ク
を
株
主
と
債
権
者
と
に
等
し
く
配
分
す
る
制
度
で
あ
っ
て
、
そ
の
機
能
が
法
に
よ
っ
て
有
益
な

も
の
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
株
主
が
会
社
の
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
た
場
合
に
は
、
そ
の
株
主
が
有
限
責
任
の
利
益
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
一
発
現
形
態
が
、
過
少
資
本
の
場
合
に
お
け
る
有
限
責
任
の
否
認
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に

お
い
て
は
、
過
少
資
本
の
場
合
に
お
け
る
有
限
責
任
の
否
認
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
過
少
資
本
の
場
合
に
、
有
限
責
任
が
否
認
さ
れ
、
株
主
の
債
権
者
に
対
す
る
直
接
責
任
が
認
め
ら
れ
る
と
、
次
に
は
、
第
一
に
、
十
分

な
資
本
と
は
い
か
な
る
も
の
で
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
る
の
か
、
第
二
に
、
ど
の
債
権
者
が
如
何
な
る
状
況
の
下
で
、
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

の
株
主
に
対
し
て
責
任
を
追
及
で
き
る
の
か
、
第
三
に
、
破
産
の
場
合
に
、
デ
ィ
ー
プ
・
ッ
ク
理
論
に
よ
っ
て
、
株
主
の
債
権
が
劣
後
的

に
取
り
扱
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
と
弁
済
を
受
け
な
い
債
権
者
と
の
間
で
違
い
が
な
い
か
、
が
問
題
と
な
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
の
結
論
を
述
べ
れ
ば
、
第
一
に
、
過
少
資
本
と
い
う
場
合
の
資
本
と
は
、
総
資
産
で
も
、
馨
暮
a
。
碧
量
一
で
も
な
く
、

ま
た
≦
a
置
甚
S
甘
寅
一
で
も
な
く
、
そ
れ
は
、
株
主
が
会
社
に
拠
出
し
た
口
9
霧
8
駐
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
過
少
資
本
で
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あ
る
か
ど
う
か
は
、
事
業
の
性
質
と
大
き
さ
、
お
よ
び
負
う
べ
ぎ
危
険
の
程
度
に
依
る
が
、
株
主
が
、
将
来
の
収
入
か
ら
す
る
S
警
ま
≦

そ
の
他
の
財
産
か
ら
見
て
、
事
業
活
動
上
相
当
な
見
込
み
費
用
と
支
出
を
償
う
の
に
十
分
な
資
産
を
会
社
に
拠
出
す
れ
ば
、
そ
れ
で
、
資

本
は
十
分
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
し
、
個
人
営
業
が
会
社
営
業
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
従
前
、
個
人
企
業
に
使
用
さ
れ
て
い
た
資
産
が
会
社

に
拠
出
さ
れ
れ
ば
、
十
分
な
資
本
の
拠
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
第
三
に
、
過
少
資
本
の
会
社
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
な
が
ら
会
社
と
取
引
し
た
任
意
債
権
者
は
、
会
社
に
対
し
て
だ
け
責
任
を
追
及
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
株
主
に
対
し
て
責
任
を

追
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
第
四
に
、
支
配
株
主
ま
た
は
親
会
社
が
、
会
社
に
つ
き
実
際
の
資
本
よ
り
多
額
で
あ

る
か
の
よ
う
な
外
観
を
作
出
す
る
こ
と
の
原
因
を
与
え
た
か
、
取
引
す
る
債
権
者
に
対
し
て
、
会
社
の
債
務
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
と
の

誤
解
を
招
く
印
象
を
与
え
た
と
き
に
は
、
そ
れ
に
よ
り
誤
解
し
て
取
引
に
入
っ
た
債
権
者
に
対
し
て
、
支
配
株
主
ま
た
は
親
会
社
が
責
任

を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
第
五
に
、
支
配
株
主
が
、
過
少
資
本
の
会
社
と
取
引
を
す
る
場
合
に
は
、
会
社
の
自
由
な
判

断
を
妨
げ
る
虞
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
、
会
社
財
産
の
増
加
ま
た
は
蓄
積
を
損
な
い
、
債
権
者
の
利
益
を
甚
だ
し
く
害
す
る
と
き
に
は
、

任
意
債
権
者
で
あ
る
と
非
任
意
債
権
者
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
支
配
株
主
が
責
任
を
負
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
第
六
に
、
過
少
資

本
を
理
由
と
し
て
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
株
主
は
、
有
限
責
任
の
否
認
と
い
う
結
果
を
招
く
行
為
を
支
配
し
た
か
、
そ
の
行
為
に
参
加
し
た

者
に
限
ら
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
第
七
に
、
非
任
意
債
権
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
．
過
少
資
本
と
い
う
だ
け
で
は
、
当
然
に

有
限
責
任
の
原
則
が
否
認
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
を
否
認
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
過
少
資
本
の
程

度
お
よ
び
予
期
さ
れ
る
損
失
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク
の
程
度
を
勘
酌
す
る
と
と
も
に
、
最
低
資
本
金
の
遵
守
の
有
無
お
よ
び
過
少
資
本
で
あ

る
こ
と
か
ら
生
じ
る
リ
ス
ク
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
に
足
り
る
保
険
等
の
手
段
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
な
ど
を
検
討
し
て
、
総
合
的

に
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
第
八
に
、
株
主
か
ら
の
会
社
に
対
す
る
貸
付
金
は
、
株
式
資
本
と
相
侯
っ
て
初
め
て
十
分
な
資
本
を
も
た
ら
す

と
き
、
す
な
わ
ち
名
目
的
過
少
資
本
の
場
合
は
、
破
産
に
際
し
て
は
自
己
資
本
を
構
成
す
る
も
の
と
看
徴
さ
れ
、
他
の
債
権
に
劣
後
さ
せ

　
　
　
（
3
7
）

ら
れ
る
が
、
当
初
の
資
本
が
十
分
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
貸
付
に
期
限
の
定
め
が
な
く
．
弁
済
期
が
会
社
の
意
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思
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
は
、
自
己
資
本
を
構
成
し
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

五
、

株
主
有
限
責
任
と
そ
の
課
題

－
結
び
に
代
え
て
ー

　
有
限
責
任
制
度
は
、
正
に
リ
ス
ク
配
分
の
良
き
制
度
で
あ
る
が
、
有
限
責
任
制
度
の
大
き
な
問
題
点
は
、
個
人
営
業
ま
た
は
無
限
責
任

制
度
に
お
い
て
は
選
択
さ
れ
な
い
よ
う
な
リ
ス
ク
が
大
き
な
事
業
を
企
業
が
選
択
し
、
債
権
者
に
不
当
な
損
害
を
被
ら
せ
、
8
。
巨
8
9

を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
有
限
責
任
の
下
に
お
い
て
は
、
企
業
の
資
本
の
額
が
小
さ
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
企
業
が
リ
ス
キ
ィ
ー
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
38
）

事
業
に
従
事
す
る
度
合
い
が
大
き
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
有
限
責
任
の
原
則
か
ら
生
じ
る
債
権
者
の
不
利
益
か
ら
債
権
者
を
保
護
す
る

に
は
、
企
業
が
危
険
な
事
業
を
選
択
す
る
可
能
性
を
減
少
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
企
業
に
十
分
な
資
本
を
保
有
さ
せ
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
、
株
主
に
責
任
財
産
と
し
て
相
応
な
金
額
を
会
社
に
対
し
て
拠
出
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
．
そ
れ
は
、
法
的

制
度
と
し
て
、
最
低
資
本
金
制
度
を
設
け
る
と
と
も
に
、
最
低
資
本
金
以
上
の
責
任
財
産
を
拠
出
す
る
よ
う
な
イ
ソ
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
株
主

に
与
え
る
制
度
を
設
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　
最
低
資
本
金
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
額
だ
け
は
株
主
が
出
損
し
な
け
れ
ば
、
企
業
経
営
の
失
敗
の
リ
ス
ク
の
一
部
を
債
権
者
に
移
転
す

る
結
果
を
伴
う
株
主
有
限
責
任
の
利
益
を
、
株
主
が
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
金
額
で
あ
り
、
最
低
資
本
金
制
度
を
事
前
の

救
済
制
度
と
す
れ
ば
、
そ
の
事
後
の
救
済
制
度
と
し
て
、
そ
の
事
業
に
応
じ
た
相
当
な
資
本
が
拠
出
さ
れ
て
い
な
い
過
少
資
本
の
会
社
に

つ
い
て
は
、
過
少
資
本
に
原
因
を
与
え
、
か
つ
、
現
に
過
少
資
本
の
ま
ま
事
業
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
に
参
加
し
た
大
株
主
に
対
し
て
、

有
限
責
任
の
利
益
を
剥
奪
し
て
、
未
払
債
務
に
つ
き
責
任
を
負
わ
せ
る
制
度
を
設
け
る
と
と
も
に
、
裁
判
所
と
し
て
は
、
過
少
資
本
を
会

社
形
態
の
濫
用
の
一
場
合
と
し
て
捉
え
、
他
の
要
件
と
相
侯
っ
て
、
株
主
の
有
限
責
任
を
否
認
す
る
法
理
を
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
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る
。
そ
の
際
、
不
法
行
為
債
権
者
の
よ
う
な
純
然
た
る
非
任
意
債
権
者
及
び
こ
れ
に
準
じ
る
労
働
債
権
者
の
保
護
を
取
引
上
の
債
権
者
等

の
一
般
債
権
者
よ
り
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
非
任
意
債
権
者
は
、
債
務
者
た
る
べ
き
者
を
選
択
す
る
余
地
が
殆
ど
無
い
か
全

く
無
く
、
か
く
て
個
々
の
会
社
に
つ
い
て
情
報
を
収
集
し
、
そ
の
経
営
上
の
リ
ス
ク
を
評
価
し
た
上
で
、
債
権
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
後
救
済
の
処
置
は
、
当
然
に
、
事
前
救
済
制
度
で
あ
る
最
低
資
本
金
制
度
を
補
完
し
、
各
々
相
倹
っ
て
、

有
限
責
任
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
選
択
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
リ
ス
キ
ィ
ー
な
事
業
を
営
む
こ
と
を
会
社
に
差
控
え
さ
せ
る
の

に
役
立
ち
、
有
限
責
任
制
度
か
ら
生
じ
る
債
権
者
の
不
合
理
な
不
利
益
を
防
止
で
き
る
．

　
過
少
資
本
を
主
た
る
理
由
と
し
て
支
配
株
主
の
会
社
債
権
者
に
対
す
る
責
任
を
認
め
る
法
制
度
を
設
け
る
に
当
っ
て
は
、
株
主
の
貸
付

金
（
他
人
資
本
）
の
額
は
、
株
主
の
拠
出
金
（
自
己
資
本
）
に
加
え
な
い
で
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
株
主
の
株

式
出
資
金
の
額
に
加
え
て
、
過
少
資
本
を
解
消
す
る
額
に
達
す
る
迄
の
株
主
の
貸
付
金
の
額
は
、
一
般
債
権
者
に
劣
後
し
て
の
み
弁
済
を

受
け
ら
れ
る
旨
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
過
少
資
本
の
場
合
の
事
後
救
済
の
制
度
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　
株
主
有
限
責
任
の
原
則
は
、
株
主
が
出
資
し
た
責
任
財
産
が
そ
の
後
も
会
社
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
す
る
。
そ
こ
で
、

債
権
者
の
事
前
救
済
の
制
度
と
し
て
、
利
益
配
当
が
規
制
さ
れ
る
の
は
、
当
然
で
あ
る
．
ア
メ
リ
カ
の
会
社
法
は
、
従
来
か
ら
資
本
金
基

準
を
採
る
配
当
制
限
規
定
を
設
け
て
い
た
が
、
最
近
は
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
会
社
法
の
よ
う
に
、
資
本
金
制
度
を
廃
止
し
て
、
損
益
計

算
書
基
準
を
採
る
も
の
も
現
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
に
お
い
て
最
低
資
本
金
制
度
を
採
る
こ
と
に
賛
成
す
る
発
想
は
、
当
然
に
、
こ
の
損

益
計
算
書
基
準
と
矛
盾
し
て
く
る
．
確
か
に
、
損
益
計
算
書
基
準
に
も
相
当
な
合
理
性
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
我
が
法
に
採
用
す
る
の
に
は

躊
躇
す
る
の
で
、
こ
の
こ
と
も
考
え
た
上
で
、
最
低
資
本
金
制
度
の
採
用
に
賛
成
す
る
。
も
っ
と
も
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
法
が
採
用
す

る
配
当
規
制
の
一
つ
で
あ
る
、
資
産
・
負
債
比
率
（
丁
二
五
倍
）
、
お
よ
び
、
流
動
比
率
（
一
倍
、
例
外
と
し
て
一
・
二
五
倍
）
の
考
え
方
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

ら
、
過
少
資
本
を
も
っ
て
有
限
責
任
の
否
認
の
原
因
と
す
る
の
と
同
じ
く
、
一
九
七
八
年
の
テ
キ
サ
ス
州
の
判
決
が
、
大
株
主
が
当
初
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

資
本
の
四
〇
〇
倍
に
当
た
る
貸
付
を
会
社
に
対
し
て
行
な
っ
て
い
た
こ
と
を
も
っ
て
、
ま
た
，
一
九
二
二
年
の
ア
ラ
バ
マ
州
の
判
決
が
、
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負
債
・
資
本
比
率
一
五
倍
を
も
っ
て
、
過
少
資
本
と
し
た
の
と
同
様
に
、
流
動
比
率
お
よ
び
負
債
・
資
本
比
率
は
、
そ
れ
が
著
し
く
悪
い

場
合
に
は
、
有
限
責
任
の
否
認
の
要
件
と
す
る
発
想
を
導
け
る
と
考
え
る
．

　
な
お
、
配
当
に
関
す
る
事
前
救
済
の
制
度
と
し
て
の
配
当
規
制
に
対
応
す
る
事
後
救
済
の
手
段
と
し
て
、
債
権
者
に
よ
る
違
法
配
当
の

返
還
請
求
権
を
認
め
る
商
法
第
二
九
〇
条
第
二
項
の
ほ
か
に
、
倒
産
前
の
一
定
期
間
内
に
株
主
が
会
社
か
ら
受
け
た
財
産
上
の
利
益
の
返

還
請
求
権
を
債
権
者
に
認
め
る
こ
と
も
相
当
で
あ
る
。
最
後
に
、
株
主
有
限
責
任
制
度
か
ら
生
じ
る
債
権
者
の
不
利
益
を
防
止
す
る
た
め

の
計
算
の
公
開
は
、
会
社
と
債
権
者
の
コ
ス
ト
の
比
較
か
ら
し
て
も
、
さ
ら
に
強
く
押
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
公
開
義
務
に

違
反
し
た
会
社
の
代
表
取
締
役
に
会
社
債
務
の
弁
済
責
任
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
計
算
公
開
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
与
え
る
制
度
は
、
事

後
救
済
が
事
前
救
済
の
制
度
を
実
効
あ
ら
し
め
る
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
れ
に
よ
っ
て
代
表
取
締
役
が
負
う
コ
ス
ト
は
、
公
開
義
務
を
遵
守

す
る
と
い
う
コ
ス
ト
が
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
方
法
に
よ
っ
て
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
相
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
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